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matsudahiroyuki
　知床世界遺産を含む北海道沿岸では、漁業被害をもたらすトドと漁業の共存が問われている。そのために、水産庁では米国で採用されている生物学的潜在除去数（PBR）という概念を用いて再捕数の上限を設定している。PBRは混獲などすべての人為死亡の上限だが、混獲数が報告されていないという問題がある。幸い、トドのサハリン千島個体群は1980年代以後漸増傾向にあるが、混獲数を明らかにすることが、
�
図2　北海道におけるトドの再捕数。混獲は含まれない（北海道資料より作図）



